
画一的サービスからコミュニティ特化型サービスへ

人流の活発化による地方経済の活性化までを考える
コミュニティバス
乗り降り自由

社会の活力をつくるマーケティング企画 095
交通
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過疎化、少子化により人口が減り続ける地方において、鉄道が廃線となると

残る公共交通機関はバス移動のみです。

それすら収支が合わず廃線が検討されているのが実情です。

しかし、本当に利用者がいないのでしょうか。決まった停留所に決まった時間に回るバスの形を、

必要とされる時に必要とされる場所へ行ける形に変え、利便性と維持費圧縮の両立ができれば、

もっと違う未来が見えてくるのではないでしょうか。高齢化が進むコミュニティに

寄り添った公共交通機関のあり方を考えます。


